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「そろそろASP.NETに移行したい」

という方もいらっしゃるでしょう。C/S

システムを開発してきたVisual Basicユ

ーザーが、ASP.NETでのWebアプリケ

ーションの開発に移行するにはどのよ

うな視点が必要になるのでしょうか。

ASP.NETでWebアプリケーションを

開発するわけですから、Webアプリケ

ーション、そしてASP.NETの特徴を押

さえる必要があります。特徴を押さえ

てからASP.NET Webアプリケーション

の開発手順に進んでゆくと、C/Sシス

テムの開発からASP.NETに移行できる

のではないでしょうか。よって本稿で

は次のポイントについて見てゆきたい

と思います。

・Webアプリケーションの特徴

・ASP.NETの特徴

・簡単なASP.NETページの作成手順

まずは、Webアプリケーションの特

徴について見てゆくことにします。

Iブラウザを使うアプリケーション

Webアプリケーションの特徴をひと

ことで言うと「ブラウザを使ったアプ

リケーション」ということになります。

主にブラウザをクライアントアプリケ

ーションとして使い、サーバーと通信

する点が大きな特徴です。

C/Sシステム［注1］でもブラウザの機能

を使った画面を作成することは可能で
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注1）ここで言う「C/Sシステム」とはVisual
Basic 6.0などで開発されたクライアントアプリケ
ーションを使ってサーバーと連携を図る、いわゆ
る2層式のシステムを想定しています。

Webアプリケーションの
特徴
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すが、ブラウザ自身がクライアントア

プリケーションとして使用される点が

C/Sシステムとの大きな違いです。

Microsoft Internet Explorer、Netscape

Navigatorだけでなく、携帯端末などに

もブラウザ機能をもつソフトはインス

トールされています。それらも含めて

Webアプリケーションは、幅広い環境

から利用することができます。

Webアプリケーションを利用するに

は、ブラウザを起動してあらかじめ指

定された「http://www.nishi2002.

com/shop/」のようなアドレスにアク

セスします。すると、ブラウザに初期

画面（アプリケーションのトップペー

ジ）が表示されて使用可能になります。

I表示画面はWebサーバーから送信

ブラウザを使った典型的なWebアプ

リケーションは、ブラウザ、Webサー

バー、データベースから構成されます。

データベースとクライアントアプリ

ケーションはC/Sシステムでも存在し

ますので、Webサーバーを使う点が

C/Sシステムとの違いになります。

Webサーバーにはアプリケーションの

画面やプログラムなどの資源を配置し

ておきます。アプリケーションの利用

者がアクセスして処理を要求したとき

に、要求内容に応じてサーバーで処理

を実行し、クライアントに送信する画

面を動的に作成します（図1）。作成さ

れたHTMLドキュメントをクライアン

トに送信し、ブラウザに処理結果や画

面が表示されるという仕組みになりま

す。

だけでなく、携帯端末からも利用でき

るように開発可能ですので、幅広く利

用できます。たとえば、外出先から携

帯端末を使って日報を入力したり受注

状況を参照するなどの活用も可能です。

次に、C/SシステムとWebアプリケ

ーションを比べた場合、Webアプリケ

ーションではどのようなメリットがあ

るかについて考えてみましょう。

Iメリットシステムの導入が楽

ブラウザは、ほとんどのコンピュー

タで使われているソフトと言ってもよ

いでしょう。Windows、Linux問わず

多くの場合は、OSと同時にインストー

ルすることができます。インターネッ

トに接続するかどうかにかかわらず、

ほとんどのコンピュータにブラウザが

インストールされているはずです。

また、インターネット接続機能が付

いた携帯端末も同様にブラウザ機能を

もつアプリケーションがインストール

されているはずです。

したがって、クライアントアプリケ

ーションをインストールしてもらう手

間が省けます。ただし、あまりにも古
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図1：Webアプリケーションの構成

I活用事例
クライアントアプリケーションにブ

ラウザを使い、Webサーバーが処理を

実行するように、C/Sシステムとは構

成が変わっています。だからといって、

開発できるシステムの幅が極端に狭く

なるということはありません。C/Sシ

ステムで実現される次のような要件は、

Webアプリケーションでも充分満たす

ことが可能です。

・顧客管理

・スケジュール管理

・勤怠管理

・文書管理

・受発注管理

・在庫管理

・資産管理

同様の要件をもつC/Sシステムと

Webアプリケーションを利用できるク

ライアントについて考えてみましょう。

C/Sシステムではクライアントのコ

ンピュータにアプリケーションをイン

ストールする必要がありますので、シ

ステムを使用可能なコンピュータは

「アプリケーションが動作する環境」に

限られます。

一方、Webアプリケーションではこ

れらのシステムはパソコンのブラウザ

Webアプリケーション
のメリット




